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機
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一圭
一ハ韓な一」

■
一
を
流
一

‐
ろ
河
川
一
す

べ
て
一
硫
じ
成
一

′
り‐‐
に
合
す
る
一
高

．

原
面
を
こ
れ
ら
の
川
が
浸
食
し
て
で
き
た
氾
濫
原
や
段
丘
の
谷
が

■
■
ざ
れ
で
水
田
と
な

，
い
高
原
面
の
畑
ど
．ｔ
ｔ
ｒ
欄
々
一
で
開

発
一
れ

，
多
ぐ
の
小
彙
落
が
散
在
す
る
。―
村
内
を
三
線
の
県
道
が

布ム東
賀．．西
‐ ，
油 南

‐組
簿
「
”
ｒ
”
」
一
紳
¨
”
申
轟
黎
叫

な 日．．
「
“
¨
４
一
・

農
業

一
畜
産
を
中
心
之
し
た
純
農
村
で
、
一葉
煙
草

・
蒟
蒻
●
和
牛
一

の
生
瑾
が
盛
ス
で
あ
る
Ｏ
ｔ
お
村
内
各
地
よ
伝
わ
な
供
舞
田
植
（４

．

一
憂
の
た
な
に
ぼ
さ
れ
る
大
規
に
な
田
贈
）は
県，
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
．

．明
治
二
二
年
■
八
八
九
）の
町
村
制
施
行
に
も
現
村
域
内
は
日
来

．の
一

，
村
■
■
一
一
下
■
松
・中
半
〓
有
な
．・
一
尾
）は
合
併
す
一
こ
と
一

な
ぐ
存
続
し
た
が
い
上
豊
松
村
を
除
く
四
ヵ
村
は
四
ヵ
村
組
合
を

結
成
ヽ
同
三
〇
年
四

，
村
組
合
と
上
豊
松
村
が
合
併
し
て
豊
松
村

”
颯
雛
一
口
”
”
螂
辞
一
詭
「
一
一一
一
‥‐．

「
一
一
一
秘

・‘ま
一
一
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・

豊
松
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
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・

一一
　
　
一

施

絆

電
絆

“
中
鐵

帥
稽

輩

“
¨
雰

鞍

Ｉ
社
策
社
（油
木
＾
幡‐
一
Ｉ
諄
）に

一備
衡
酸
律
石
誰
豊
松
油
木
両
村

〓
宮
」
と
な
た
る
の
が
早
い
例
だ
が
，
開
化
天
皇
六
世
の
孫
息
長

］
”
罐
〔
確
襲
雛
雛
い
一

幡
‐
伝

策
い
』
”
な
蒙
”
導
導
裁
赫
け
れ
商

禁
一
天
皇
五
四
年
ヽ
一
女
野
鋤
た
一
か
が
神
彗
〓
〓
じ
一
年
卜
勢

宮
（現
標
■
■
の
今
伊
勢
神
Ｉ
）
か
ら
吉
備
国
へ
越
す
途
中
、
こ

‐の
地
に

優
０
し
ぜ
ら
く
神
鏡
を
ｔ
ｔ
め
ｔ
「
法
る
ｔ
う
た
め
ｔ
民
が
名
残

を
僣
し
む
の
で
、
神
鏡
を
ど
ど
め
た
松
に
姫
の
名
の
豊
の
一
字
を

・̈
口
な
車
〔
〓
稀
“
れ
一
一
“
”
綱
』
構
議
わ
¨
】
け
な
つ
な
“
一

く
の
考
古
遺
跡
が
存
在
す
る
一　
　
　
　
　
　
　
一・　
　
　
　

，̈

中
世
一
は
有
本
辺
つ
が
■
野
中
納
言
家
領
で
あ
わ
ｔ
と
偉
ぇ
（一

一
ｒ
一
）、
■
■
生
え
抜
き
の
有
木
氏
ａ
■

〓
三
■
議
富
の
神
言
で
●

ぁ
つ
も

、
内
藤
氏
お
よ
び
元
弘
〓

三
二
一一
上
一一日
）頃
近
江
よ
り
入

部
し
た
と
伝
え
る
平
川
氏
な
ど
が
領
知
し
た
。
戦
国
期
に
大
計

・

毛
利
対
尼
子
の
勢
力
争
い
の
接
触
点
と
な
●
た
当
地
は

一
時
的
に

は
そ
２
支
配
者
が
め
ま
ぐ
る
し
ぐ
変
わ

っ
た
と
推
測
■
一
る
都
い

天
文
年
間
〓
ｒ
ｉ
一、一―
一
五
）五
月
晦
■
付
で
、
毛
刊
元
就
が
福
永

（現
押
石
町
）の
城
主
ど
思
え
る
岡
七
郎
兵
街
尉
に
宛
て
た
書
状
（一示
椰

大
学
蔵

「古
文
書
纂
」
所
収
）
一

「豊
松
之
儀
ぶ
相
調
者
、
御
方
御
同

〓
申

一
人
を
跡
可
進
を
置
条
ヽ
柳
不
可
有
相
違
喉
」

ヽ
と
も

，
一
ぉ

そ
ら
く
尼
子
氏
の
進
出
に
対
し
て
同
氏
が
よ
く
毛
利
氏
に
味
方
し

た
こ
と
に
対
す
る
見
返

，
と

ヽ
し
て
い
当
地
が
岡
氏
に
宛
行
ゎ
れ
て

お
り
、　
一
時
的
に
し
ろ
神
石
都
西
部
の
憫
氏
が
当
地
に
は
で
勢
力

を
伸
ば
レ
て
い
た
こ
と
が
知
；
れ
る
¨
や
が
て
同
じ
く
毛
利
氏
の

打
方
な
争
景
ｒヽ
卜
露
一ヽ
一̈和
Ｌ
一一に
本
拠
を
“
う
馬
屋
康
氏
が
力
一

曇
藤
一

韓
五
郎
に
与
え
ら
れ
て
い
な
一
こ
の
豊
松
四
ヵ
村
は
ど
の
地
域
に
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ｔ
る
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り
し
な
い
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木
氏
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任
Ｔ
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氏
（笹

璃
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一
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０
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在
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ら
う
て
、
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の
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豊
松

・
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松
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町
の

一
瑯
之
考
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れ
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ｔ
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慄
■
酌
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，
・
卜

，
ｔ
達
す

‐る
一
文
化

‐層
は
■
在
■
で
に

一
五
層

が
議
罰
■
れ
て
お
り

，
早
一
か
ら
晩
期
に
一
よ
遺
物
卜
検
出
さ
れ

て
い
る
ｏ
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．　
　
　
・
　

一　
一

一
ｒ
世
グ
ｉ
一
●
柱
ｒ
ｉ
一

一
一
年
一
ｉ
Ｏ
Ｏ
）の
備
証
検
地
に
よ

っ
て
高

一
千

一．
二
八
石
余
と
定
め
ら
れ
る
が
ヽ
こ
れ
は
元
和
二
年

一

⌒
一
２

ｒ
一
の
構
狂
諄
無
行
帳
‐
ｒ
み
な
な
豊
卜
村
一計
ｒ
一一■
石
年
）

に
浄
本，
村
（環
油
社
」
）０

一
部‐
を

‐
合
し
て

，
上
下

の
野
松
村‐
ど
な

一

た
も
の

―と
さ
れ
る
ｏ
し
か
し
高
の
増
加
は
開
発
や
新
検
地
に
よ
る

一
一諄
諦
議
』諦
”一“け語
一雛
舞
誇

ら
，

ｉ
ｔ
一

，
れ‐‐
一〓
一
一
一
静
れ
野
氏

‐断
一
一
は
≡
府‥
一
一
〓
一
．

六
年
■
八
五
一こ
福
山
藩
領
に
復
帰
．

上
豊
松
は
中
世
を
通
レ
で
当
地
方

に
■

力
を
■

つ
た
内
蔵
〓

２

本
拠
地

で
ヽ
居
城

お
よ
び
居
増
跡
が
あ
る
。
内
藤
氏
は
河
府
守
麦

機盤
一」概
稗̈
橋
羅
要
性
担
Ｆ
競
■

神
石
部
の
一
妻
‐を，
各
し
て
一
地
を
籍
戦
し
て
に
な
一
こ

，
し
た

鯨
蟹
計
齢
穫
露
ヽ
一”鱗

に
あ
る
宗
道
神
社
は
こ
の
時
供
幸
し
て
こ
の
地
で
没
し
た
藤
原
宗

撻
朝
臣
を
■
っ
ｔ
ｔ
の
ｔ
ｔ
ｉ
（
伝
孝
ｔ
現
実
の
神
社
信
切
が
結

び
付
い
て
い
る
。
矢
原
谷
は
古
代
に
お
け
る
矢
作
部
の
子
孫
が
住

一
彗
浄
ｔ

，
い
、
矢
ｉ
む
戸
が
静
同
０
祖
〓
信
仰
．■
環
一
奎
繹卜
一

霊
檸
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風
習
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え
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一一　
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一
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露
電
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ヽ
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ぁ
っ
ｔ
一
市
場
下
の
歌
の
御
堂
の
前
に
牛
馬
安
全ｔ
ｔ
ｉ
ら
彗
．

凛
手
が
あ
一
、「一
一で
一一
一
　
な
か
う
や
ま
備
」
ｔ
記
さ
れ
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〓錢
”電
‐後の響
鷲
回型警
封
齢
・

ｔ
「Ｅ
状
の
理
跡
」
と
称
す
る
一
Ｉ
一
ど
の
一
■
の
日
が
あ
一
　ヽ
・

跡‐足“わ“‐・某‐‐‐こ”一一“一」一〓”一“菫』“̈
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擁暉一

””）ろ有‥̈一と内‐一”詢一醐一鰤庫紳い‐‐‐ら，“」鋼““Ｊ‐‐谷‐″一

静
ｔ
一
東
北
一
の
料
慇
Ｌ
と
厳
●
告

，
愛
害
の
地
‘
場
〓
ず
駐
鷲

・ｉ
一
貫
部
を
社
用‐
し
で
築
造
さ
れ
で
お
りｔ́
、
最
高
所
に
長
‐さ約
二

０
メ■
一
ル
の本
好
を
設
‐ｔナ＾
そ
の一
側
“
一―
二た
のサ一
を
埴

難卸なれい“『喘卸は罐」］醐”車脚面っ一てぃ』けマスな一

証
，

■
つ
て
Ｆ
っ
た
●
土
塁
三
〇
余
個
が
並
べ
ら
れ
て
し、
る
。　
一

一
責
億
名
区
」
に
よ
れ
ば
正
慶
二
年
■
三
二
一二
内
藤
河
内
実
豊
一

が
鶴
硫
（一
三′和
町
）よ
り
当
地
に
移
っ
一業
一
レ
た
Ｏ
ｒ始
ま
る
ｔ

一一、一一■ｔｔ一薦一， 〓城ｉｔ
ｉた一認す。一■一
‐応４

鱗
絆籐
罐
一一一癬
｝

い
，

ｏ
戦
諄
末
期
内
藤
氏
灘
落
後
は
上
村
壱
岐
守
員
貞
が
居
城
、

上
村
氏
は
「
洒
備
４
区
」
に

「元
大
納
塚
之
三
一
毛
利
侯
に

‥‐従
‘
一

緊
梅
警

棄

彗

・
■

‐
居
城

‐
跡
は
晰
庄
山‐
の
東
北
坊
、
天
欄
川
■
嵌
一
で
薇
Ｉ
メ
「

卜
，

―の
丘
横
ｔ
ｔ
み
り
、
天
田
＝
０
蛇
行
に
よ
つ
て
一
素
０
壊
増

・を
な
し
、
＝
浴
‘
開
け
た
天‐
田
の
■
■
を
一
望
す
る
こ
ｔ
が
で
き

な
一
一
神
存
椰
誌
」
は
城
主
不
鴨
ｔ
す
る
が

，
明，‥
ち
か
‘
土
監
（Ｆ

・館
）形
ｔ
で
あ
一
一
璃
一
一
の
―居館
跡
一
あ
る‐可
能
性
が
磯
」
。́
二

雛
騨
難
轟
轟
轟
難

し
て
も
つ
い
位
一
関
一
い
う
ち
で
内
藤
氏

，
一
館
モ
て
ち

，
に
う

κ
“
現
訪
鶴
ぁ
る
い　
　
　
　
一　
・

・
・
一　
一一　
　
　
　
一
．

下

‐
豊

松
一

・０
豊
松
村
下
■
一
　
　
一一　

　

　

・　
．
　

・　

一　

一一

上
豊
松
村
の
北
東
に
位
置
し
、
中
世
以
来
豊
松
の
中
心
地
。
仔

一
一
¨

力ゝ で を
一
¨
一
一
一
一
一
¨
¨
一
一
一
“
¨

日．．座，、
¨
一
］
一
一

残 前 の‐

る
●
〓
世
の
下
豊
松
村
は
元
和
五
年
■

六
．
一
九
）の
備
後
国
知
行
帳

に
み
え
る
豊
松
村
が
上
下
に
分
離
し
て
成
立
（１
■
豊
松
村
）、
元
禄

一
三
年
ｔ

ｔ
Ｏ
Ｏ
）の
備
前
検
地
で
高
七

一
七
石
余
と
な

つ
た
ず
福

仙
藩
水
野

‐
‐

氏
街
議
確
一
苺
府
領
ヽ
淳
保

二

‐年
一

一
・一
一
一以
降
豊
前

国
中
津
藩
領
と
な
る
。
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町
日
市
業
落

の
西
背
後

に
粍
ル
山

一
一〈
杢
テ

‐
ト
ル
）
が
な
び
ｉ

‘
〓
て
の
昔
議
長
一
子
工
が
当
地
に
来

，

一
見
を
し

た
の
で
麟
ル

来
の
天
神
崇
拝
と
併
せ
て
氏
神
と
し
て
の
八
幡
社
を
創
建
し
た
と

●
え
な
¨
・元
永
‐
一
年
■

一
一
九
）
以
降

、
当
社
は
豊
松
庄
●
日，
野

止
一射
し

，
いた
卜
ヽ
″ケ
にそ
の
子孫
計
長
米
難
ヶ
な
っ〔″
一・一
一ル
篠
Ｆ
・機
愚
‥庄ヽ
埓
彙
庄
・油．ホ
一
〓
鶴
灘

駐
庄
・油．ゎ
ｒ
〓
鶴
灘
庄‐一〓
一
村

晨肺
”一一一一課一賠轟纂
籠
魏
鵜
難囃
灘
難
踊

る
翁
宗
信

仙^
姜
坊
一〓
蓑
坊
）が
ま
ず
修
■
し
た
の
は
当
山
で
一み
つ
一
一

・一
叫
一^
Ｏ
ｌ
」^
」℃
湘
輪
が
あ

，
、一
一
松
庄
一
サ
の
氏
一
ど
ｔ

，
一

一は」なれ』中期嗜“〔曝暉大、王嘩碑一は「い嗜”一諫一麓一一一一一一一・」一̈
ノ、′、一一の神．」”【」」一」一一“， 一一

なお当地方には元弘の出に際しての後醍硼天皇潜幸伝　・・・・・̈一一一一̈̈
一一一一̈“一̈一秦一「警一

■
が
あ
ち
が
、
一
中
方
面
の
燎
一
め
ざ
む
く
た
め
“
天
皇

‐死没
を

”お
饉
霧
韓̈
露
ζ
聾
鮮
・

．キ
一
一
巨
一
）な
ど
と
の
‘
験
者
の
交
”
０
な
か
か
ら
い
桜
山
慈
俊
の
　
一■
一
■
一
）に
当
社
言
可
が
人
ヵ
■
注
選
頭
ど
し
て
書
計
を
受
け
、

感
」諄
斜
聾̈
語
鍵
辞
鑢
競
“』↑

辮韓
糠
躍
藤諄
一痕
重．仰饉
守

一霧

夢

夢
多

誇

示

・・計

キ

ぎ
一ヽ
■
■
０一彎
ｔ
ｔ
ｉ
■
蓋
慣

お・勢
靖
詳
‐こ杉総
“齢
静
【摯摯議
韓
■
は．

打
定
天‐燃
一
証
物
。
祭
神
‥‘ま一
功
‐一

后
一
下
四
Ｏ
ｉ
３こ‐一
一
一
一

叢
の
中
に
樹
齢
八
〇
０
年
を
超
え
る
大
杉
が
あ
つ
、
人
書
の
歌
杉

一難
静
請̈
線
＝
諮
神
雰
譜
討
』譜
】
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が
う
か
が
わ
れ
る
一
社
伝
に
よ
れ
ば
青
竜
山
別
当
寺
と
称
し
た
と

一
テ
一
社
〓
‘
神
存
郡
名
の
〓
源
ど
な

つ
た
と

，
一
れ
、
ヶ
亀‐
甲
石

衝
の
地
を
古
め
る
。
土
居
形
式
の
居
館
で
、
「西
備
名
区
■

・
１ま
内
藤

在
■
は
、
当
城
藩
構
″
際
、
逃
澤
れ
た
女
中
が
非
業
の
死
を
ど
げ

た
所
と
い
い
い
茶
樹
を
切
る
と
か
き
（ふ
■
で
も
の
）が
で
き
る
と
言
一

要
面
で
あ
る
¨
丘
陵
頂
上
を
二
段
に
潮
平
し
、
空
堀
を
‐め
ぐ
ら
ｔ

難
輔
紺
紛
騰
群
編
証
が
一蛤
護
れ憮

城
を
本
拠
と
す
る
内
藤
氏
の
一
族
で
あ
ろ
う
一
内
藤
氏
没
落
後
は

一
悧
氏

，
一
下
と
し
て
欄
氏
が
川
東
を
預
知
、
当
城
て
拠
一
ｉ
ｔ

ぃ
，２
一
懺
名
一
）。
頂
一
に
内
藤
氏

一
族
の
理
ど
嗽
え
る
一

‐輪塔
十

一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
章
一
れ
¨
“
敷、ぉ
卸
“
瑯
“
一
枠

下
豊
松
村
の
北
に
位
置
し

，
東

一
北
を
有
木
村
、
西
を
笹
尾
村

」
酢
一
れ
な
が
村‐
。
砕
滸
＝
と
穫
鵬
街
道
卜
南
一
に
走
る
一
ぶ
和
‥

五
年
■

六
一
九
）の
備
後
国
知
行
帳
で
は

一

一
六
石
余
、
元
禄

一
三

年
Ｃ
ｔ
０
０
）の
備
前
検
地
で
二
七
０
石
余
に
増
加
一
憾
■
番
水
一

一翻
髯
縣
編
漱毎
訴
霊
野
轄
菫
肺
″

あ
づ
て
近
年
永
楽
銭
な
ど
古
銭
が
多
ぐ
出
上
し
た
と
い
う
ｏ
一
神
看

酢
議
」
卜
〓
木
に
お
ヶ
と
訂

，
葺
霜
寺じ
駐
誅
（籍
〓
一
尾
選
一
一
）
で

は
な
い
か
と
推
定
き
れ
る
。
当
地
は
江
戸
後
期
０
刀
匠
鵬
邦

福^
ｌｌｉ

仁
）の
出
身
地
で
、
彼
は
の
ぢ
地
名
を
と
つ
て
申
平
姓
を
各
乗
っ
て

い
る
●
　
　

ヽ

あ
ふ

〓
．●
●

有
本
村
一
０
豊
松
村
有
木

難
祥
村
・輌
褻
村
。篠
疇
村
の
東‐ｒ
”
置
、
東
ば
篠
中
国
鵬

＝
一
パ襲
一一
一
）‥こ‐巌
す
あ
Ｆ
ｋ
れ
ぞ
れ
一一
ｂ
福
環
一
一
ザ
河
浴

て
通
し
て
い
ち
が
、
北
は
減
翔
川
つ
峡
谷
で
小
野
（現
‐油休■
）と
輛

て
ら
れ
る
０
谷
が
深
い
た
め
小
野
と
は
古
く
よ
り
交
流
は
な
か
う

一一」辞
」』】４．一いて
一」卜″〓｝
ｒ一春Ｆ酵Ｆ
（現卜に

離
籍
市
”
）の
別
当
（訂
ｒ
）有
鬼
（争
木
）■
が
備
中
よ
ヶ
来
住
し
、
日

豫
語
語
講
誇
話
尋
罷
譜

距
講
け諄
霙
轄
夢
錢吐請
譜

」
¨
け
猪
蹄
嘩
”

れ
′
命

吉 の、
い
」

宮 智
‥¨

」
議
」
雑

と 伐‐一
つ 巨
”
¨
¨
け
」

志
）、
」
智
自
計
の
居
館
魔
備
後
・
常
中
国
発
の
日．
騨
山
貫
＾
た
メ

一躍辮打
０一一一中平

●
●

●

●
●

”
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―
ト
ル
）
に
あ

っ
た
と

，
い
ヽ
そ
の
曲
麓
で
あ
る
当
地
を
清
鬼

有́

一
）
‐と
よ
ぶ
一
ケ
‘
な
ぅ
な
ｔ
●

漱
ぇ
う
。
爾
称
■
機
は

，
一
一
山

・

一
講
詢
¨
」
］
“
峰
」
「
』
』
錯
静
議
い
】
摯
筐
“
一
】
な

ら
‐．

こ
一
一
一

当
れ
を
中
山
ど
お
し
ｔ
と
伝
え
る
一
当
難
一
奪
本
氏
の
関

‐係
は
慄
　
一

踏
巽
“舞
諄
委
蝶
裁競
鶴
一

．ｒ
お

，
一
あ
る
い
は
吉
代
慮
奔
失
一
一
み

，
ヽ
そ
の
た
う
■
難
山

と
よ
ば

‥れ．る
よ
う
に
な
っ
■
と
ヽ
考
■
４
■
る
。

聾
聾

壽

』曜
一

・講辞一一一輩彙颯」〓【癬”』謝ぐヽ対準晴⇔攀静一たこ、と―の議

蘭
さ
れ
〓
が
、
年
月
日
本
詳
毛
利
元
毬
書
状
０
理
ご
一■
一
渡
響
一一部

左
衛
問
纂
主
一
）に
よ
れ
ば

一
時
期
ｌ
毛
利
氏
の
醒
下
〓
辺
議
中
守
・

鶴
球
震
が
懸
群
〕”だ識
窮
“い瑳
鵬
・

一年
置
ま
で

一
村
で
あ
っ
た
が
（元
様

〓
一一年
倍
餞
機
撻
爆
、

天
保
郷
帳

で
な
藩
存
本
村

Ｆ^
ｉ
し
た
■
余
Ｙ

露
〓
本
村
（〓
五

一
石
余
）の
こ
鷲

′と
な
な
”
分
村
の
時
期
は
不
明

．
機
山
藩
水
野
氏
麟
絶
後
導
府
領
、

暮
れ
だ
筆
■

た
■
一
二
村
．
ど
も

に
補
■
静
薇
に
復
備
”
　

　

．

・
東
苺
木
村
ぼ
≡
求

０
東
庫
撃

、
一
野
藝
の
西
麓
〓
祐
め
、
中
心

第
静
な
目
難
難
ｔ
一
う
．．軒
■
一
は
ま
代
か
■
の
郷
■
で
ぁ
る
と

紛
韓
辮
躍
諦
弊
一舞
醗
轟
計
糾̈
叩

一
”
鋼
一
一
一
“
一
」
師
」
¨
鯛
一
摩
“
¨
一
一
ぅ
に
一
一
ｔ
ｔ
一

』貯̈
〓釧鏡郵強鞍罐̈
】却姉動は蠣「“〓擁中審〓一

ｏ
こ
市
議
ざ
れ
た
都
期
八
籠
社
が
キ
座
す
る

．
　
´
■

東
西‘０
有
木
村
は
務
治
八
年
■
八
一
五
）頃
合
併
し
で
再
び
書
木

城
と
よ
ば
れ
る
が
寿
競
注
諄
鰤
に
近
い
。
主
患
形
ｔ
で
お
と
■
に

空
理
を
め
ぐ

，
し
（
土
晨

，
跡
ｔ
は
つき

，
ど
残

，
て
い
る
一　
一

跛
一一嶽蓼
一繰轟中聾

摯儀
越
鷺
響
鷲
れ一一雛
響

難
撻
馨
輔
躍
鷺
彙
肇
襲

摯
顕
瑾
け
る
ｔ
だ
０
事
書
を
当
鶴
ｔ
機
し
て
い
る
“
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寛
文
朱
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奮
」
で
き
篠
尾
之
記
さ
れ
ち
が
、
元
禄

〓
二
年
二

Ｌ
０

難
蟻
盤
靭
蒙
キ
註
だ
〓

ｒ
ふ

サ
て
静
か
れ
た
の
が
文
和
年
難
■
一

賢
一肇

聾

隷

罐鐘

０
城
主
と
し
て
各
を
連
ね
る
平
輝
氏
（本
に
注
饉
中
霞
用
上
部
平
川
村
）

が
ほ
中

・
難
後
に
入

，
て
ぐ
な
ら
が
文
和
年
間
で
ぁ
な
点
か
ら
み

争
一

，
，

務
卜
整
う
０
は
難
倉

‐
末
期
狩
と
群
〓
よ
な
る
。
伝
一
“

一一一『一一一け特一時中一崚峰』一一料̈秦一一韓「

半
群
■
．は
難
に
群
内
寝
静
０
子
孫
と
仁
な
な
“
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菫意:通電蓋襲::客丁曇議避
[:[IEilli‐i::llifi系め地名であろう。松の字のつく名

た笹尾 (さ さお)も 山内家文書などに (さ さお名 )な どがある1事 なヽどか
らみて、名闘系tの地名とみてよい|と 思われる。政末などの地名も残うて'い

る 集落ごとに小地名を検討すればもつと多くの名田名がでると思う。
(新庄由城に名を残している者1)|         ´

内藤左馬九影政 金壼後守 1全河内守実豊 金新左衛門
上山壼岐守員 、ヽ 全 壼後守  片 山八郎́ (神石郡誌 )

西備名区には左馬売景裁1上村壱岐守とある 古城
=誉

主記社は次
の名を伝えている、自藤左薦允 全な近進 奪新書簿再

:奪
左馬介

全河内守 このうち新若衛
.問

:ま 大内輝弘防州工lT入 ン時毛利家ヨリ
峰城守御トシチ篭城スtと ある :ま た河内守は元亀乖年二月雲‐州ニ
笠城■テ思鶴与市な響ロデ討取ルとある

(上村氏について)   ●.

神石郡誌に上豊織葺比山城撻上村暴問爆時、左馬允の居とあるが
、1新庄山め項に上山壱最守員貞がみえる          ‐

この上山は甚備名区では上村にな111:ナ
撫継亀意彎電機糧iぅ責比出に前場に伝承き五たもあと思

な文書がある (広 島県史古代申世資料)

毛利元就書状
:追載申候豊松之事:上村任存

1分
候、有木事如承候西郎次郎方申議こ

久代奔遊之儀候裁、民今之姜可蒸■候、殊二吉事:1無理状奮皐走之
由申越候条尚以可熱存候自然之時ハ於此方心議者書存知之分能 可

被伸遣候為御心得候 か しく=二 ■―

もと就

まいる

上の文書によるこ■森氏碁豊嚢ヽ入る事tt当時の情勢としてtaかなり
重要な意味を持つものと思われる、二村氏につぃてはよく分からない
点が多い、姓氏家系大辞典では'(糠村)が主糠であるとそているが上
村とも出ているその系統で当地方に結びつく者は見当らなしヽ、〈かみ
摯ら )系に溝和導暴小笠票の■源に百見の上村があ り、明徳記にホ松

配下上村氏 とある程度である 萩藩薇薇難で神村氏と言 う|の があるが
これによると 二月祖藤票氏之未漱奮院′次官親饉幕朝「Atた爾、職角
富士近選於吉練弐:雷菫領知仕以在名、書原1摯 候其後儀機国壽村二

:

1署以在名称号7改車候、、とあるが備後‐では世菫赤あ苦療あ系統とみ
られている こうtた 上村氏につしヽて地元の研1究者:井平軍治さんが
新しいヒントをあたえて下さ たので紹.介 しておきます (

越

出

渡

渡

(9)



上村事は彗毎,1名
‐族■事業|の書Fを 変えた存1在であるということである

現在湾山集成蕩|な立書続長こ上村豪由氏毒豊機上村家め子森で車松をお
ちて儀申に素住したという伝承と家薬

=伝
えている:それによると菫子

毛利のはざまで悲選を
―
みた宮の一子を意摩:菫轟産療氏|が養育iし そめ本畿

、有井裁のあった亀名 =上村
‐

(現二和可)を 号:し たと,｀ うの,あ 1苺 :

その系爾がしたのようになつぐている
審大和守
二上襲織守 ‐  :
上■左奮爾佐管盛T弥む青門氏智一弥兵籍政氏一二r.

この系図からみると久代富氏め系統
1,よ

うに思われますt着 し|そ うだと

すれば鶯出●表:織●書ttの文意も分かり墓くなります:熟 じ秋の内藤氏
の項で見4舞 く壼松へは既‐に南北朝鏑に富氏の■議がはいちておりその

関係で内藤氏警経由拳兵にくみしたとしたら上村氏を久ft宮系とみるの
はどうだろうがtいずれにしても備後一畢に勢いを:よ ,本富栞であるか
ら簿かの形で残うたことは想像される|

(豊松と内藤氏)       :
豊松に残る山織で内静氏の在織をつたえるものは新庫由嬌の機に次のよ
うなものがあるt豊機島義 内藤左馬邊以下八名、いずれも永禄、天EE

響 警‐‐」澤纂藝―(尋ガ丸裁 )内藤左薄允 新左衛門 実盛以下数名の

名ゾ伝えている11                 :
内藤氏は

‐
“天下:大 織の上にして全国鶏る処にあれど殆ど藤鷹難

´
と称す

・ と家系大辞典にあり,全握各地機議澪派がある。美作 備中1伯 | .出
碁 安妻 勝長それを'れ に1凛 内藤氏め項があるのに饉後に:まないて太平
記て有名な桜山簿俊の挙兵 (1331)め |き 神石軍の土華、:地特の中
心とな,て 活燿した内藤実豊も伝説のうえでは美化されてぃるがどの流
減かは不期‐である1‐ 鎌倉時代に澤地顕とし|て 人部じ戦理期ま

｀
で命藤を保

うな地`持 であ■うが毛事豪中に書|■ る多くの内藤氏連なる系
.華

は考えら
れない (目:菫録)饉中の豪族でい:ち じ豊松をも支配した平夕1氏あ由絡書
のなか機 今度於1練 由法威寺兵部大夫難意仕候燿龍穣相居申数御供無種
違経選候ご蒸:着緯碁候舞守義

=聯
暑也

天文十 (年欠力 ).二月廿猥日′     実信
内藤彗者奮南 織

(1付 妻)内藤素治後新右幸自 喜鎌卜改、僣後難松住t ttlll内
:蓮 介親

車毎也 :       ‐ :  ・     ‐
‐ ‐

平ユ:豪とめ関藤を見ることができるが平川氏が備中へ来るの:ま 建武三年
(11336)'な ので内藤氏ttそ |れ録薔に入部してしヽる。
鎌倉末綱に富氏の二族が豊松へ入つていなもの

.と

思われる史料掟次のも
のがある。 1     '

長井童人丞時菫目安繁案

(∬ 0)
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